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第 3項  西アジアの物理探査環境 
 































































時代にも、稀ではあるがオハロ II 遺跡（Ohalo II）などの遺跡から浅い竪穴を用いた住居
遺構が報告されているが（第 4図）、これらも定住遺跡ではなく、何度か繰り返し利用され




































第 2項  農耕牧畜社会と祭祀的建造物の出現 
 







































マニズムの関連性も指摘されている（Peters and Schmidt 2004）。これらは明らかに他の
一般の住居遺構とは異なる公共的な大規模建造物で、祭祀用建造物として考えられており、
ギョベックリ・テペ遺跡自体も周辺地域における祭祀センターとして考えられている（e.g. 
















































2011: 86）。さらに、北メソポタミアのヤリム・テペ I遺跡（Yarim tepe）では土器焼成窯




























































































































































































（Hodder and Orton 1976）。特に、コリン・レンフリューがティーセンポリゴン法を応用















ことによって、メソポタミアにおける青銅器時代の遺跡間の関係性や（Wilkinson et al. 
2007, Wilkinson et al. 2012）、鉄器時代の新アッシリア帝国による平原の支配状況が明ら








































































るが、本論ではブレステッド（J. H. Breasted）によって「Fertile crescent」（Breasted 1916: 
100-101）として最初に示された地域を指す。 
 















5 約 1万 6000年前頃に最終氷期再寒冷期が終わりを迎え、温暖、湿潤な気候へと移行す
る中、1万 2900年頃にヤンガードリアス期と呼ばれる気候の急激に寒冷化する時期があ

















































































 なお、第 3項及び第 4項は、主に物理探査学会による『物理探査ハンドブック 3』（物理
探査学会 1998c: 239-296; 297-398）及び安達一成らによって編纂された『文化財探査とそ
の手法』の「電気探査」（牛島 1999）を参照している。また、第 5 項は『物理探査ハンド
ブック 4』（物理探査学会 1998d: 431-472）及び『応用地質技術年報』内の野崎京三によ
る「マイクログラビティ探査の現状とその利用」（野崎 1997）、第 6項は『物理探査ハンド
ブック 2』（物理探査学会 1998a: 1-152）及び『文化財探査とその手法』の「弾性波探査」
（齋藤 1999b: 99-116）を参照している。 
26 
 














































































































































































 また、どちらの探査法においても調査目的によって S 波（縦波）と P 波（横波）が使い






































































































ジアの遺跡においても磁気探査や電気抵抗探査が試用された（Becker 1991, Becker et al. 
1993）。特にムンバカ遺跡（Munbaqat）において行われた磁気探査の結果は、地中の状況











実験とその検証に力が注がれていた（e.g. 亀井他 1991, 西村 1995）。その一方で、欧米諸
国では調査モデルによる探査理論の構築が進められていった。特に、イギリスでは国内の
遺跡の保護と調査に重点が置かれていたためにこれまで豊富に遺跡探査が行われていた。



















他地域に対して滞っていることは第 1章第 3節で述べたとおりである。 
また、西アジアの多くの地域は、日本を含めた先進地域と比較すると、道路や水路など
大規模な土地の改変を伴うインフラなどの整備事業の点において充実しているとは言い難






















































Becker 1991, Becker et al. 1993）、特にムンバカ遺跡（Munbaqat）において行われた磁気
探査の結果では、地中の遺構の構造が推定されるのみならず、同地点で行われた電気抵抗





















































































































































































 例えば、死海の南東 50km程度に位置するキルベト・フェイナン遺跡（Khirbet Faynan）






























われているため、詳しくは第 4章第 1節で述べる。 
 ここまで、西アジアにおける遺跡内部の構造の推定を対象とした遺跡調査に用いる物理
探査法として、磁気探査と地中レーダー探査以外の探査法は、その性質上適切ではないこ































𝐻2 = 𝑋2 + 𝑌2 
 
𝐹2 = 𝐻2 + 𝑍2 = 𝑋2 + 𝑌2 + 𝑍2 
 
という関係になっている。 

















































誘導磁化の特性を表した曲線は磁気ヒステリシス曲線と呼ばれ、これを第 36 図に示す。 
磁気ヒステリシス曲線は、横軸に強磁性体に加えた磁場の強さ H を、縦軸に強磁性体に生
じた磁化の強さMを表している。 
 磁化を持っていない O 点の強磁性物質に磁場を加えると、最初は加えられた磁場に比例
して、Oから Aに向かって直線的に増加していく。しかし A点を超えてさらに磁場を増加
させると、強磁性体の磁化の増加は次第に緩やかになり、最終的にはどれだけ強い磁場を
加えても B点で磁化は増加しなくなる。この B点のときの磁化を飽和磁化という。 
 強磁性体が飽和磁化に達する前に磁場を加えるのをやめると、磁化は Aから Oに向かっ
て直線的に減少していく。しかし、一度飽和磁化をもつと、その後に磁場を減少させても








































































































































































































年から 75 年頃のフランスの後期ラ・テーヌ文化の墳墓で実施された調査において（第 40
図）、表土を取り払う前後に実施された磁気探査結果を比較した際、表土を剥いだ後に行わ
れた探査結果の方では（第 45 図 b）、円形の磁気異常（①）及びその中心の磁気異常（②）
がより明確になっており、発掘調査によって、この円形の異常の地点から石で囲まれた円
形の墳墓が検出され、中心部からはフィブラが発見されている（von del Osten- Woldenburg 






































第 3節  地中レーダー探査の原理と遺跡調査への利用 
 
 本節では、第 2 節で磁気探査について述べたのと同様に、地中レーダー探査の原理や実
際の調査における地中の推定方法等について詳細に述べる。 
 なお、本節の第 1－3項までの地中レーダー探査の原理等に関しては、主に『物理探査ハ
ンドブック 3』（物理探査学会 1998c: 401-421）及び『文化財探査とその手法』の「地中レ
ーダー探査」（荒井他 1999）を参照している。 
 






























第 2項  電磁波の反射 
 



















































































た推定できており（美浦村教育委員会 2010, 辰巳 2014b）、この反射は貝層によるものと
してほぼ間違いないといえる。 
 また、X=15-19 、Y=4-8、深度 60cm程度の地点（第 44図、第 45図 L67）、及び X=7-11、


























































































































にも影響を与えていると考えられる（佐藤 1999, 浜野他 2005）。 
 
2 地球の磁場は、世界各地の地磁気観測所等で収集されたデータをもとに作成された国際























































































 テル・アルビド遺跡西丘では、直径 1mから 5mほどの円形、あるいは楕円形の平面形の





































































試験的な導入が、第 50図で示される範囲で行われた（Herbich 2004, Bieliński 2005）。本
遺跡において磁気探査の利用が適しているかどうかを判断するために、テルの斜面部から
裾部にかけての西側（a 区）、東側（b 区）、北側（c 区）、中心部の西側（d 区）、南側（e
区）というように探査区を分けて遺跡の広域でそれぞれ地点ごとに探査が行われた。ただ










































ンガを用いて幅 1m 程度に作られており（Bieliński 2003）、地表直下から検出されている
ようである。 











































接して建設された約 4mの幅をもつ泥レンガの壁（Great Wall）が検出されており（Bieliński 
2012, 2013）、磁気探査で推定されたものとこれが一連の遺構、あるいは少なくとも同様の
遺構と考えられる。 








































心として調査された時点の結果であるが（Gondet and Castel 2004）、2005年にはテルの
外縁部（Castel et al. 2008）、さらに 2010年にはテルの外縁部の南側の延長部分及び西側
延長部分、テルの頂上部のそれまで行われていなかった南西部分などでも磁気探査が実施





















and Castel 2004）。 
 また、この遺跡では 2010年に周壁外のごく一部で 250MHzアンテナと 500MHzアンテ




れた探査結果からは、地表下 90cmから 100cm 程度の深度で明確な面的反射が認められて
いる（Castel et al. 2014）。 
 
3. 磁気探査結果 
 探査の結果、明確な磁気異常が認められ（第 58 図）、テルを廻る周壁、テルの中央を中
心として幾何学的に延びる街路、頂上部の住居などの遺構、またテルの東側に広がる下街
などが推定された（Gondet and Castel 2004）。集落の周壁は、円形に全体を囲むように建
設されており、基礎に石灰岩、上部に泥レンガを建材として用いた 2 重の壁、及び 2 重の
周溝を持っていたことが発掘調査によって確認されている（Castel et al. 2005）。また、周










が用いられた住居群が検出されている（e.g. Castel et al. 2008, Castel et al. 2014）。 
 また、テルの外縁においては、平面形が直線形、あるいは矩形の磁気異常も認められる。
テルの東側に位置するものは、周壁の門を通って直接中心部へと続く下街と推定されてい
















































































造や、火を用いた工房、火災を受けた遺構の確認などを目的として、2003 年から 2005 年


































ている。また、たとえ地表下 1m から検出された幅 50cm 程度の建築遺構の壁であっても、
遺構として推定され得る負の磁気異常が認められている。 






































んど認められない（第 64 図）。地表下 1m 程度の石灰岩を用いた遺構の基礎が存在する可
能性が指摘されるに留まっている。 













の磁気異常である。これらは+2nT から+6nT の正の異常を示しており、3 区の磁気異常分
布図で認められた正の磁気異常を有する遺構壁と同様に、石灰岩以外のものが建材として
利用された建築遺構だと推定された。しかしながら、この地点における試掘調査の結果、































































いくつか確認されており（Matney et al. 2002他）、その他に大型の石材が住居の基壇など
に用いられる例も見られる（Matney et al. 2011）。しかし、基本的には泥レンガを用いて
住居壁が築かれており、その床面はタイルや礫は用いられず、単に踏み固められているだ























































































































ザリ遺跡においても磁気探査が行われている（Arısoy 2007、Büyüksaraç et al. 2008）。こ
の遺跡では発掘調査の前後に磁気探査が行われており、一部の磁気探査結果が発掘調査に







 探査は 2005 年、2006 年の 2 シーズンにわたって行われた。探査時の環境等については
80 
 
言及されていないが、探査地の地形や写真から判断すると（Büyüksaraç et al. 2008）、耕
作地として利用されていた痕跡のようなものも地表面には見えるが、概ね平坦で草木等の
障害も存在しない乾燥した状態であったと推察できる（第 73図）。 























65km の平野部に位置するテル型遺跡で、中央のテルは面積 5‐6ha、比高差 15m を測り、
周囲に広がる下街を含めると 30haの規模を誇る（Zettler 1996）。前期青銅器時代に主に居
住された遺跡で、下街では地表直下から石積みの遺構が検出されている。1993年及び 1995
年に磁気探査が下街の一部で実施された（Peregrine et al. 1997）。1993年にテルの東側の
下街で行われた磁気探査結果から窯跡が推定され、その地点において紀元前三千年紀後半
から二千年紀前半の窯跡がその後の試掘調査によって検出されている（Peregrine 1996、









 磁気探査及び試掘調査の結果から（第 75 図）、通常の地表直下付近から検出される石積
みの遺構壁の相対的な磁気異常値が 5nT 程度であったことが分かっている。また、その一
方で、窯からは相対値が 65nT を超える大きな異常が検出されたことも示されている




 ヤッスホユック遺跡は中央アナトリアに位置し、比高差 13m、おおよそ 30ha の平面規
模を有するテル型遺跡である。物理探査以前の遺物の表面採集調査や探査後の発掘調査に
よって、紀元前三千年紀前半の前期青銅器時代から紀元前一千年紀の後期鉄器時代までの
居住層が確認されており、2007 年からテルの頂上部全域で磁気探査が行われ（第 76 図）、
また、2011年から現在まで、部分的に地中レーダー探査も行われている（Kumagai 2008, 







































模な集落の存在も確認されている（Algaze et al. 2001）。 
 1991年から 1999年にかけて調査が行われた遺跡で、主に紀元前 2600年から 2100年頃
の前期青銅器時代に居住されたことが分かっており、当時の交易路の途上に位置する小型
の地域センターとして機能していたことが明らかになっている（Algaze et al. 2001他）。磁















































































and Fassbinder 2016）。ここでは 35m×25mの矩形の建造物及び、その基壇となる 55×



































気異常が認められるようである（Schwartz et al. 2016）。 
 
第 6項  その他周辺遺跡など 
 
 先述したヤッスホユック遺跡の近隣の、中央アナトリアに位置するテル型遺跡のカマ
ン・カレホユック遺跡（Kaman-Kalehöyük）の周辺や（Kumagai et al. 2006）、ハジュト














第 2節 地中レーダー探査 
 
 地中レーダー探査は、近年まで磁気探査が西アジアにおける主な物理探査法として用い














 ここでは 2003年から 2012年にかけて地中レーダー探査が行われ（Becker et al. 2014）、
発掘調査により検出された巨石を用いたエンクロージャーがテル全域に広がり、少なくと
も 20基のエンクロージャーが存在すると推定されている（Dietrich et al. 2012）。また、
幅 15mを測る道路の存在も推定されており、2012年に行われた電気抵抗探査の結果でもこ
の道路の推定された地点では地山をおよそ 8mも掘り込んだと推定された反応が見られ、こ
れらは同一の大規模な道路の存在を示すと考えられている（Becker et al. 2014）。ただし、
探査の具体的な方法や探査環境、また結果の詳細に関しては報告されていない。 






































第 2項  青銅器時代 
 










れていた都市遺跡として考えられていた（Fenollós et al 2009）。 









に 2009年に地中レーダー探査が実施された（Novo et al. 2014）。本遺跡の青銅器時代の住
居遺構壁は、石膏を含む礫岩質の地山上に、玄武岩や石膏、石灰岩で 2 段に構築された基





































に実施された（Fenollós et al. 2011）。その結果、周壁の推定地点から玄武岩と泥レンガで





波の減衰が大きいといわれている（Fenollós et al. 2011）。一部の遺構の反射が視覚的に示
されてはいるものの、石材など明確に周囲の堆積物と異なる物体が存在しない限り、土壌
の差異や泥レンガ壁のみの推定は困難であると考えられる。 


































 建物遺構の建材にピゼが用いられた場合、地表直下から約 50cmの深度までで 2m程度の
幅を有する壁面であっても、明確な異常は認められない。しかし、泥レンガならば地表直
下であれば幅 1mほどの壁から+5nT程度の磁気異常が認められており、火災を受けた場合
は+12nT と非常に大きい異常を示す。壁の基礎部の 50cm 四方程度の石灰岩のみ残存して

































セスが異なっており（Castel et al. 2014）、これらの磁気異常分布図はそれらの異常値の
整合がとれていない。こうした理由から、両者は位置的な関係を示したものとしてのみ捉
え、本論では 2005年までの図と 2010年までの図を別途掲載している。 
 




最終的な解析結果では調査者によって補正がかけられている（Arısoy et al. 2007、




































































間であった可能性も指摘されている（三宅他 2015: 24）。 
 
第 1項  磁気探査 
 






 探査はハッサンケイフ・ホユック遺跡の中央部に、南北 120m、東西 140mの範囲で実施







 探査区はほぼ磁北を軸として設定された発掘調査区に合わせて、20×20m 単位で 1 区画
を設定し、南北軸に沿って測線を定め、ジグザグ方向に測線上を探査した。南北方向では





 今回行った磁気探査には Geoscan Research 社製のフラックスゲートグラジオメーター
FM256を用い（第 100図）、探査データの解析には同じくGeoscan Research社製のGeoplot 
3.0を使用した。また、本報告に記載している探査結果の平面図化には、Golden Software















第 2項  地中レーダー探査 
 










 地中レーダー探査には Sensors & Software社製 PulseEKKO_Pro 500MHzを用い（同










第 3項  各探査と発掘調査成果との比較 
 























































 地中レーダー探査結果の全体的な平面図を第 103 図に示す。反射体の平面位置は、反射
の大きい地点を暖色系、反射の小さい地点を寒色系とするカラースケールで示されている。


































































































第 4項  物理探査から見た遺構の配置 
 

































































































































ている（Tsuneki et al. 2015, Tsuneki et al. 2016）。 
 













 磁気探査には Geoscan 社製フラックスゲート FM256 を用い、磁北軸に沿った遺跡のグ
リッドに沿って、斜面部、頂上平坦部のどちらも南北ジグザグ方向で実施した（第 108図）。 
 斜面部及び頂上部の両探査区において、東西の測定間隔、つまり測線間隔は 50cm、また
測線上のデータ取得間隔として南北方向で 12.5cm毎に 1点測定した。 
 また、探査データの解析には Geoscan Research社製の Geoplot 3.0を使用し、探査結果
はグレースケールで磁気異常分布の相対値を示している。また、本報告に記載している探
査結果の平面図化には、Golden Software社の Surfer 10 を用いている。 
 











 地中レーダー探査には Sensors & Software社製 PulseEKKO_Pro 500MHzを用い、解
析には同じく Sensors & Software社製 EKKO_Projectを使用した。 
 





 磁気探査結果による磁気異常分布図を第 109 図に示す。本図ではテルの頂上平坦部では
±5nT のグレースケール、斜面部では±10nT のグレースケールで相対異常値を表している。
また、地中レーダー探査結果によるレーダー反射平面図を、反射の大きい地点を黒色とす
るグレースケールで第 110 図に示す。本図は地中のレーダー伝達速度を 0.115m/ns として




































認められなかった地点に隣接する D 区北側では、地表下 30cm 程度の表土直下から鉄器時
代に大規模な掘削があったことが明らかになっている（Tsuneki 2015: fig. 5. 1）。D区の土
壌堆積状況と同様に、この地点も大規模な土壌の改変が行われたと予想でき、磁気探査で
認められた磁気異常はこれに関連するものなのかもしれない。 
 その他、発掘調査では B 区及び C区において鉄器時代以前の遺構や遺物が確認されてい


















1m を超える石積みの厚い壁を持つ建築遺構が検出された（第 112 図）。テル頂上部の遺構
の残存状態が良好ではないようで、探査結果のみからは明確なプランは窺えないが、この
探査結果を踏まえ、頂上平坦部には、その大部分を占めるように鉄器時代の大型構造物が











































































 地中レーダー探査では、石材を用いた遺構から明確な反射が見て取れ、少なくとも 50 cm
の深度ではそのプランも明確に推定できた。しかしながら、500 MHzアンテナを用いた場






























































































































































































































































































































































































A：下層住居  B：上層住居 
 




上：遺構平面図    下：復元推定図 
 
第 6図  ムレイベト遺跡の区画を有する公共建造物 
































第 10図  テル・ハルーラ遺跡の先土器新石器時代の矩形遺構 









第 12図  ジェルフ・エル・アフマル遺跡の中心に位置する公共建造物 












第 14図  テル・エル・ケルク遺跡の大規模貯蔵施設（Tsuneki 2016: 61, fig. 1） 
 
      先土器新石器時代終末期             土器新石器時代初期 
 
第 15図  テル・エル・ケルク遺跡における遺跡規模の変化 





第 16図  テル・エッサワン遺跡（Tell es-Sawan）のサマッラ期の遺構 





第 17図  テル・サビ・アビヤド遺跡の矩形住居及びトロス 

























































        後期銅石器時代 2期            後期銅石器時代 3‐4期 
 





第 24図  衛星による遺跡周辺画像 （矢印で示された場所は古代の道路を示す） 




第 25図  踏査に基づく集落パターン（左）と中心地理論モデル及びその変換図（右） 





第 26図  ローマ時代の城砦内外における磁気探査 











第 28図  キルベト・フェイナン遺跡における電磁誘導探査結果 





第 29図  キルベト・フェイナン遺跡における電気抵抗探査結果 





















（a）メルカトル図法  （b）正距方位図法（北半球）  （c）正距方位図法（南半球） 
 





































第 40図  表土の有無による磁気探査結果の差異 






















第 44図  陸平貝塚遺跡における地中レーダー探査タイムスライス 





第 45図  陸平貝塚遺跡における地中レーダー探査疑似断面図 








●：磁気探査    ○：地中レーダー探査    ◎：両探査 
 
1. デデメザリ   2. ハルマノレン   3. ハジュトゥルル・ホユック   4. ビュクリュカレ    
5. カマン・カレホユック   6. ヤッスホユック   7. テル・トゥエイニ   8. シール    
9. テル・マルディフ   10. テル・アル・ラウダ   11. テル・エ・スウェイハット    
12. ティトリシュ・ホユック   13. カザネ・ホユック   14. ギョベックリ・テペ    
15. テル・フエラ   16. テル・クブル・アル・アラティーク   17. ジヤレト・テペ    
18. テル・シェイク・ハマド   19. キルベト・シャネ   20. キルベト・ベジ    
21. テル・アルビド   22. ハッサンケイフ・ホユック   23. クルド・カブルスタン    
24. クナラ   25. カラート・サイド・アハマダン   26. カラーティ・ディンカ    
27. ギルディ・バザール 
 










第 49図  キルベト・ベジ遺跡における磁気異常分布図 






第 50図  テル・アルビド遺跡の磁気異常分布図（図中 a-eはそれぞれ探査区を示す）






















第 54図  テル・アルビド遺跡で検出されたヘレニズム期の土坑 





第 55図  テル・アルビド遺跡で検出されたヘレニズム期の建築遺構 










第 57図  テル・アル・ラウダ遺跡の地形及び探査前の露出した遺構 





第 58図  テル・アル・ラウダ遺跡における 2005年度までの磁気異常分布図 





第 59図  テル・アル・ラウダ遺跡における 2010年度までの磁気異常分布図 














 上: 磁気異常分布図    下: 解釈図 
 
第 61図  カザネ・ホユック遺跡 1区における磁気探査結果 




        磁気異常分布図                                     解釈図 
 





第 63図  カザネ・ホユック遺跡 4区における磁気探査結果 
（Creekmore 2010: 84, fig. 10） 





磁気異常分布図                     解釈図 
 




第 65図  カザネ・ホユック遺跡 5区内試掘坑の遺構平面図 






第 66図  ジヤレト・テペ遺跡における磁気探査範囲 





第 67図  ジヤレト・テペ遺跡における電気抵抗探査区の準備状況 





上: 磁気異常分布図   下: 周壁、門、街路の解釈図 
 






第 69図  ジヤレト・テペ遺跡の下街における磁気探査結果 






第 70図  ハルマノレン遺跡の磁気探査成果（Büyüksaraç et al. 2006: 919, fig.9） 
 




第 71図  ハルマノレン遺跡の Zone 1における磁気異常分布図 





第 72図  デデメザリ遺跡の探査区地表面の状況（第 79図 Trench F周辺） 






第 73図  デデメザリ遺跡における磁気異常分布図 







第 74図  デデメザリ遺跡における遺構出土状況（第 79図 Trench A） 

















第 75図  テル・エ・スウェイハット遺跡における窯跡周辺の磁気異常分布図 








第 76図  ヤッスホユック遺跡における磁気探査区 




第 77図  ヤッスホユック遺跡における磁気異常分布図 










第 79図  ティトリシュ・ホユック遺跡における磁気異常分布 





第 80図  テル・マルディフ遺跡における磁気異常分布図 
















第82図  テル・シェイク・ハマド遺跡における磁気異常分布図（Kühne 2016: 123, fig. 7） 
 





第 83図  ギルディ・シャトワン遺跡における磁気異常分布図 






第 84図  ギルディ・シャトワン遺跡における磁気探査結果の解釈 






第 85図  ギルディ・バザール遺跡及びカラーティ・ディンカ遺跡における磁気探査範囲
（A）及び磁気異常分布図（B・C：カラーティ・ディンカ遺跡, D・E：ギルディ・バザー








第 86図  クルド・カブルスタン遺跡における磁気異常分布図 














第 88図  ギョベックリ・テペ遺跡における地中レーダー結果平面図 





①：地中レーダー探査（地表下 50‐80cm）  ②：磁気探査 
 









第 90図  シール遺跡における地中レーダー探査と遺構の平面位置比較図 






第 91図  テル・クブル・アブ・アラティーク遺跡の地形及び地中レーダー探査範囲 





第 92図  テル・クブル・アブ・アラティーク遺跡の前期青銅器時代の建築遺構 





第 93図  テル・クブル・アブ・アラティーク遺跡における地中レーダー探査結果 





第 94図  テル・クブル・アブ・アラティーク遺跡の前期青銅器時代の城壁 






第 95図  テル・クブル・アブ・アラティーク遺跡のイスラーム期の遺構 





第 96図  テル・クブル・アブ・アラティーク遺跡における地中 






















































































































































































第 109図  カラート・サイド・アハマダン遺跡における磁気異常分布図 






第 110図  カラート・サイド・アハマダン遺跡における地中レーダー探査結果図（地表




















第 111図  カラート・サイド・アハマダン遺跡において検出された石組遺構 









第 112図  カラート・サイド・アハマダン遺跡 Fトレンチにおける遺構検出状況







第 113図  カラート・サイド・アハマダン遺跡における 




第 114図  カラート・サイド・アハマダン遺跡頂上平坦部の 





第 115図  カラート・サイド・アハマダン遺跡頂上平坦部の 




第 1表  イギリスにおける各物理探査法の適性（David et al. 2008: 14, Table. 3） 
 
遺構の種類 磁気探査 電気抵抗探査 地中レーダー探査 
遺構の分布範囲 ◎ － × 
遺物の分布範囲 ◎ ◎ × 
直径 2m以上の土坑 ◎ ○ ◎ 
直径 2m以下の土坑 ◎  ○ 
直径 0.5m以上の柱穴 ○ － ○ 
幅 2m以上の溝状遺構 ◎ ○  
幅 2m以下の溝状遺構 ◎ ○ － 
水路 ○ ○ ◎ 
道路 ○ ○  
炉 ◎ × × 
窯  ×  
石材を用いた基礎  ◎ ◎ 
レンガを用いた基礎 ○ ◎ ◎ 
粘土を叩き締めた床面  ○ － 
石敷きの床面  ◎ ◎ 




第 2表  日本における各物理探査法の遺構別適性 
（物理探査学会 1998 e: 1229, 表 8. 3より作成） 
 




叩き締め跡 道路、建物の基壇、古墳の石室被覆 地中レーダー探査、電気抵抗探査 
石造・配石遺構 石列、石室、石垣、礫敷 地中レーダー探査、電気抵抗探査 
空洞状遺構 甕棺墓、石棺墓、古墳埋葬主体部、横穴墓 地中レーダー探査、電気抵抗探査 
貝塚 貝層、地点貝塚 地中レーダー探査、電気抵抗探査 





第 3表  高分解能を有する各物理探査法の特徴 
 





















第 4表  媒質及びその状態別の 100MHzの比誘電率 










砂 4‐6 20‐30 
砂質土壌 4‐6 15‐30 
ローム質土壌 4‐6 10‐20 





第 5表  地中レーダー探査の周波数と探査性能の関係 
 
周波数 低周波数 高周波数 
波長 長 短 
減衰量 小 大 
分解能 低 高 






Adams, R. M. and H. J. Nissen, 1972: The Uruk Countryside: the Natural Setting of Urban Societies, 
Chicago, University of Chicago Press. 
Aitken, M. J., G. Webster and A. Rees, 1958: “Magnetic Prospecting,” Antiquity 32: 270-271. 
Akkermans, P. M. M. G., O. Nieuwenhuyse, H. Huigens and M. Brüning (eds.), 2014: Excavations at 
Late Neolithic Tell Sabi Abyad, Syria: The 1994-1999 Field Seasons, New York, Berghahn 
Books. 
Akkermans, P. M. M. G. and G. M. Schwartz, 2003: The Archaeology of Syria, Cambridge, Cambridge 
University Press. 
Algaze, G., 2005: The Uruk World System: The Dynamics of Expansion of Early Mesopotamian 
Civilization, 2nd edition, Chicago, University of Chicago Press. 
Algaze, G., B. Brenties, A. B. Knapp, P. L. Kohl, W. R. Kotter, C. C. Lamberg-Karlovsky, G. M. 
Schwartz, H. Weiss, R. J. Wenke, R. P. Wright and A. Zagarell, 1989: “The Uruk Expansion: 
Cross-Cultural Exchange in Early Mesopotamian Civilization,” Current Anthropology 30 
(5): 571-608. 
Algaze, G., G. Dinckan, B. Hartenberger, T. Matney, J. Pournelle, L. Rainville and R. Vallet, 2001: 
“Research at Titriş Höyük in Southeastern Turkey, the 1999 Season.” Anatolica 27: 23-106. 
Algaze, G. and A. Mısır, 1992: “Şanlıurfa Museum/University of California Excavations and Surveys at 
Titriş Höyük 1991,” Kazı Sonuçları Toplantısı 14 (1): 155-174. 
  ―  1993: “Şanlıurfa Museum/University of California Excavations and Surveys at Titriş Höyük 
1992,” Kazı Sonuçları Toplantısı 15 (1): 153-170. 
  ―  1995: “Şanlıurfa MuseumUniversity of California Excavations and Surveys at Titriş Höyük 
1994,” Kazı Sonuçları Toplantısı 17 (1): 107-120. 
Al-Maqdissi, M., M.Badawi and E. Ishaq, 2016: “Tell Toueini (Lattakia),” in Y. Kanjou and A. Tsuneki 
(eds.), A History of Syria in One Hundred Sites, Archaeopress Archaeology, pp. 174-180. 
Altaweel, M., 2005: “The Use of ASTER Satellite Imagery in Archaeological Contexts,” Archaeological 
Prospection 12 (3): 151-166. 
Annan, A. P., 2002: “GPR-History, Trends and Future Developments,” Subsurface Sensing 
Technologies and Applications 3 (4): 253-270. 
Arısoy, M. Ö., Ö. Koçak, A. Büyüksaraç and F. Bilim, 2007: “Images of Buried Graves in Bayat, Afyon 
(Turkey) from High-Resolution Magnetic Data and Their Comparison with Preliminary 
Excavations,” Journal of Archaeological Science 34 (9): 1473-1484. 
Banning, E. B. and M. Chazan, 2006: “Domesticating Space Construction, Community, and Cosmology 
in the Late Prehistoric Near East,” Neo-Lithics 1 (6): 47-114. 
203 
 
Bar-Yosef, O., 1986: “The walls of Jericho: An Alternative Interpretation,” Current Anthropology 27 
(2): 157-162. 
Bar-Yosef, O. and F. R. Valla (eds.), 1991: The Natufian Culture in the Levant. International 
Monographs in Prehistory, Archaeological Series 1, Michigan, Ann Arbor. 
Bartl, K., 2012: “The Northern Levant,” in D. T. Potts (ed.), A Companion to the Archaeology of the 
Ancient Near East I, New Jersey, Wiley-Blackwell, pp. 375-395. 
  ―  2014: “Shir, Syrien Siedlung und Umland des 7. Jts. v. Chr. in der Nördlichen Levante,” 
E-Forschungsberichte 2014 (1): 115-119. 
  ―  2016: “Shir (Hama),” in in Y. Kanjou and A. Tsuneki (eds.), A History of Syria in One 
Hundred Sites, Archaeopress Archaeology, pp. 72-75. 
Bartl, K., A. Haidar, O. Nieuwenhuyse and D. Rokitta-Krumnow, 2008: “Šīr-Einneolithischer 
Fundplatz am Mittleren Orontes. Vorläufiger Bericht über die Ergebnisse der 
Testkampagne Herbst 2005 und Grabungskampagne Frühjahr 2006,” Zeitschrift für 
Orient-Archäologie 1, Berlin and New York, Walter de Gruyter, pp. 54-88. 
Bartl, K., M. Hijazi and J. Ramadan, 2009: “Die Spätneolithische Siedlung Shir/Westsyrien. 
Vorläufiger Bericht über die Ergebnisse der Grabungskampagnen Herbst 2006 und 
Frühjahr 2007,” Zeitschrift für Orient-Archäologie 2: 140-161. 
Bartl, K. and J. Ramadan, 2008: “The Late Neolithic Site of Shir. Third Season of Excavations in 2007,” 
Chronique Arché en Syrie 3: 63-73. 
Becker, H., 1991: “Zur Magnetischen Prospektion in Assur Testmessung, 1989,” Mitteilungen der 
Deutschen Orient Gesellschaft 123: 123-131. 
  ―   1995: “From Nanotesla to Picotesla: A New Window for Magnetic Prospecting in 
Archaeology,” Archaeological Prospection 2 (4): 217-228. 
Becker, J., L. Clare, O. Dietrich, Ç. Köksal-Schmidt, A. Merbach, J. Notroff, S. Pant, J. Peters, N. 
Pöllath and K. Schmidt, 2014: Göbekli Tepe-Newsletter 2014, Deutsches Archäologisches 
Institut Press. 
Becker, H. and J. W. E. Fassbinder, 2001: “Combined Caesium Magnetometry and Resistivity Survey 
in Palmyra (Syria) 1997 and 1998,” Monuments and Sites 6: 76-80. 
Becker, H., J. Fassbinder and H. G. Jansen, 1993: “Magnetische Prospektion in der Untersiedlung von 
Troia 1992,” Studia Troica 3: 117-134. 
Becker, H., J. W. Fassbinder and F. Chouker, 1994: “Magnetische und Elektrische Prospektion in 
Munbāqa/Elakte 1993,” Mitteilungen der Deutschen Orient-Gesellschaft zu Berlin 126: 
65-80. 
  ―   1999: “Magnetic and Resistivity Prospection in Munbaqa-Ekalte (Syria) 1993,” 




  ―  2001: “Magnetic and Resistivity Prospection in Munbaqa-Ekalte (Syria) 1993,” Monuments 
and Sites 6: 41-42. 
Benech, C., 2007: “New Approach to the Study of City Planning and Domestic Dwellings in the Ancient 
Near East,” Archaeological Prospection 14(2): 87-103. 
Bieliński, P., 1996: “Preliminary Report on the First Season of Syro-Polish Excavations on Tell Arbid,” 
Polish Archaeology in the Mediterranean 8: 203-211. 
  ―  1997: “Tell Arbid. Second Campaign of Syro-Polish Excavations,” Polish Archaeology in the 
Mediterranean 9: 212-223. 
  ―   2002: “Tell Arbid. The Seventh Season of Excavations Preliminary Report,” Polish 
Archaeology in the Mediterranean 14: 301-314. 
  ―  2003: “Tell Arbid: The 2003 Campaign of Polish-Syrian Excavations, Preliminary Report,” 
Polish Archaeology in the Mediterranean 15: 335-353. 
  ―  2005: “Tell Arbid: Report on the Syrian-Polish Explorations in 2005. The Tenth Season,” 
Polish Archaeology in the Mediterranean 17: 451-471. 
  ―  2006: “Tell Arbid Preliminary Report on the Eleventh Season of Polish-Syrian Explorations 
(2006),” Polish Archaeology in the Mediterranean 18: 549-561. 
  ―  2009: “Tell Arbid 2008-2009 Preliminary Report on the Results of the Thirteenth and 
Fourteenth Seasons of Polish―Syrian Excavations,” Polish Archaeology in the 
Mediterranean 21: 511-536. 
  ―  2010: “Primarily Results of the Fifteenth Field Season of Joint Polish-Syrian Explorations 
on Tell Arbid (2010),” Polish Archaeology in the Mediterranean 22: 351-370. 
Blau, S., T. Denham, P. Magee, A. Biggins, J. Robinson and S. Jasim, 2013: Seeing through the Dunes: 
Geophysical Investigations at Muweilah, An Iron Age Site in the United Arab Emirates, 
Journal of Field Archaeology 27 (2): 117-129. 
Breasted, J. H., 1916: Ancient Times: A History of The Early World, Boston,Ginn. 
Büyüksaraç, A., M. Ö. Arisoy, Ö. Bektaş, Ö. Koçak and T. Çay, 2008: “Determination of Grave 
Locations in Dedemezari Necropolis (Western Turkey) Using Magnetic Field Derivatives,” 
Archaeological Prospection 15 (4): 267-283. 
Büyüksaraç, A., F. Bilim, A. Ateş and Ö. Bektaş, 2006: “Investigation of Magnetic Surveying Data of 
Buried Grave Jars in Harmanoren Necropolis (Turkey) Using Linear Transformations and 
Analytic Signal,” Journal of Archaeological Sciences 33 (7): 910-920. 
Castel, C., D. Archambault, N. Awad, O. Barge, T. Boudier, J. Brochier, A. Cury, S. Gondet, L. Herveux, 
F. Isnard, L. Martin, P. Quenet, S. Sanz and E. Villa, 2008: “Rapport préliminaire sur les 
Activités de la Mission Archéologique Franco-Syrienne dans la Micro-Région d'Al-Rawda 
(Shamiyeh): Quatrième et Cinquième Campagnes (2005 et 2006),” Akkadica 129 (1): 5-54. 
Castel, C. and N. Awad, 2016: “Tell Al-Rawda (Hama),” in Y. Kanjou and A. Tsuneki (eds.), A History of 
205 
 
Syria in One Hundred Sites, Archaeopress Archaeology, pp.135-138. 
Castel, C., N.Awad, J.É. Brochier, C. Calastrenc, S. Couteau, L. Herveux, V. Kudlek, F. Laliberté, A. 
Pélissier, P. Quenet, E. Régagnon and S. Sanz, 2014: “Rapport Préliminaire sur les Activités 
de la Mission Archéologique Franco-Syrienne dans la Micro-Région d'Al-Rawda, Travaux 
2007- 2010 (Part.1),” Akkadica 135 (2): 1-54. 
Castel, C. and E. Peltenburg, 2007: “Urbanism on the Margins Third Millennium BC Al-Rawda in the 
Arid Zone of Syria,” Antiquity 81 (313): 601-616. 
Cauvin, J., 2000: The Birth of the Gods and the Origins of Agriculture, Cambridge, Cambridge 
University Press. 
Chaves Yates, C. J., 2014: “Beyond the Mound Locating Complexity in Northern Mesopotamia during 
the Second Urban Revolution,'” Doctoral dissertation, Boston University. 
Childe, V. G., 1951: Man Makes Himself (2nd edition), New York, The New American Library. 
Clark, O. A. and A. Clark, 2003: Seeing Beneath the Soil: Prospecting Methods in Archaeology, 
Routledge. 
Clarke, D. L., 1979: Analytical Arcaeologists: Collected Papers of David L. Clarke, London and New 
York, Academic Press. 
Conyers, L. B. and J. Leckebusch, 2010: “Geophysical Archaeology Research Agendas for the Future 
Some Ground-penetrating Radar Examples,” Archaeological Prospection 17 (2): 117-123. 
Creekmore, A. T., 2008: Kazane Höyük and Urban Life Histories in Third Millennium Upper 
Mesopotamia, Doctoral dissertation, Northwestern University. 
  ―  2010: “The Structure of Upper Mesopotamian Cities Insight from Fluxgate Gradiometer 
Survey at Kazane Höyük, Southeastern Turkey,” Archaeological Prospection 17 (2): 73-88. 
Curry, A., 2014: “Kurdistan Offers an Open Window on the Ancient Fertile Crescent,” Science 344 
(6179): 18-19. 
Daniels, D. J. 1996: “Surface-penetrating Radar,” Electronics and Communication Engineering 
Journal 8 (4): 165-182. 
David, A., 1995: Geophysical Survey in Archaeological Field Evaluation, English Heritage Publishing, 
London. 
David, A., N. Linford and P. Linford, 2008: Geophysical Survey in Archaeological Field Evaluation 2nd 
edition, English Heritage Publishing. 
Dietrich, O., M. Heun, J. Notroff, K. Schmidt and M. Zarnkow, 2012: “The Role of Cult and Feasting in 
the Emergence of Neolithic Communities. New Evidence from Göbekli Tepe, South-eastern 
Turkey,” Antiquity 86 (333): 674-695. 
Eppelbaum, L. V., 2013: “Potential Geophysical Fields–Inexpensive Effective Interpretation Tool at 




Erim-Özdoğan, A., 2011: “Çayönü,” in M. Özdoğan, N. Başgelen and P. Kuniholm (eds.), The Neolithic 
in Turkey, New Excavations and New Research, The Tigris Basin, İstanbur, Archaeology and 
Art Publications, pp.185-269. 
Fassbinder, J. W. E., H. Stanjekt and H. Vali, 1990: “Occurrence of Magnetic Bacteria in Soil,” Nature 
343 (6254): 161-163. 
Fenollós, M., L. Juan, S. al-Shbib, I. Márquez Rowe and F. Caramelo, 2009: “IV Campaña del Proyecto 
Arqueológico Medio Éufrates Sirio, Sondeos en Tall Qabr Abu al-‘Atiq: de los Orígenes de la 
Ciudad al Período Asirio Medio,” Excavaciones en el Exterior 9: 191-199. 
Fenollós, J.L.M., S. al-Shbib, I. M. Rowe and F. Caramelo, 2010: “Tell Qubr Abu al-‘Atiq: From an Early 
Dynastic City to a Middle Assyrian Fort 5th Season Report of the Proyecto Arqueológico 
Medio Éufrates Sirio (2009),” Aula Orientalis 28: 73-84. 
Fenollós, J. L. M., I. M. Rowe, F. Caramelo and Y. al-Abdallah, 2011: “Tell Qubr Abu al-‘Atiq: A Middle 
Assyrian Fort in the Gorge of Khanuqa 6th Season Report of the Proyecto Arqueológico 
Medio Éufrates Sirio (2010),” Aula Orientalis 29: 267-278. 
Finlayson, B., S. J. Mithen, M. Najjar, S. Smith, D. Maričević, N. Pankhurst and L. Yeomans, 2011: 
“Architecture, Sedentism and Social Complexity at Pre-Pottery Neolithic A WF16, Southern 
Jordan,” Proceedings of the National Academy of Sciences 108 (20): 8183-8188. 
Flannery, K. and J. Marcus, 2012: The Creation of Inequality: How Our Prehistoric Ancestors Set the 
Stage for Monarchy, Slavery and Empire, Cambridge, Harverd University Press. 
Frangipane, M., H. Hauptmann, M. Liverani, P. Matthiae and M. Mellink (eds.), 1993: Between the 
Rivers and over the Mountains: Archaeologica Anatolica et Mesopotamica Alba Palmiera 
Dedicata, Roma, Dipartimento di Scienze Storiche Archaeologiche e Antropologiche dell’ 
Antichita, Università di Roma “La Sapienza.” 
Fukuda, K., K. Kashima, H. Tsumura, N. Momohara, K. Shiraishi, I. Nakai and S. Omura, 2004: 
“Geophysical Survey on the Karum of Kültepe “Kaniš”: City Wall of the Karum,” Anatolian 
Archaeology studies 8: 147-152.  
Fukuda, K., K. Kumagai and K. Kashima 2013: “Geophysical Survey at Yassıhöyük” Anatolian 
Archaeological Studies 18: 9-14. 
Fuller, D. Q., G. Willcox and R. G. Allaby, 2011: “Cultivation and Domestication Had Multiple Origins: 
Arguments against the Core Area Hypothesis for the Origins of Agriculture in the Near 
East,” World Archaeology 43 (4): 628-652. 
Gaffney, C., 2008: “Detecting Trends in the Prediction of the Buried Past, a Review of Geophysical 
Techniques in Archaeology,” Archaeometry 50 (2): 313-336. 
Gamble, C., 1987: “Archaeology, Geography and Time,” Progress in Human Geography 11 (2): 227-246. 
Garrod, D. A. E., 1932: “A New Mesolithic Industry: The Natufian of Palestine,” The Journal of the 
Royal Anthropological Institute of Great Britain and Ireland 62: 257-269. 
207 
 
Gondet, S. and C. Benech, 2009: “Application of the Space Syntax to the Study of City Planning from 
Syrian Late Bronze Age Circular Cities,” ArcheoSciences, Revue d'Archéométrie 33 (suppl.): 
217-219. 
Gondet, S. and C. Castel, 2004: “Prospection Géophysique à Al-Rawda et Urbanisme en Syrie au 
Bronze Ancien,” Paléorient 30 (2): 93-110. 
Goodman, D., Y. Nishimura and J. D. Rogers, 1995: “GPR Time Slices in Archaeological Prospection,” 
Archaeological Prospection 2 (2): 85-90. 
Goring-Morris, A. N., 1996: “The early Natufian Occupation at El Wad, Mt. Carmel Reconsidered,” 
Nature et Culture, Études et Recherches Archéologiques de l’Université de Liège 68: 
417-428. 
Heske, I. and M. Posselt, 2009: “Archaeology and Landscape Features in Magnetometer Data,” 
ArcheoSciences, Revue d'Archéométrie 33 (suppl.): 137-139. 
Hauptmann, H., 1993: “Ein Kultgebäude in Nevali Çori,” in M. Frangipane, H. Hauptmann, M. 
Liverani, P. Matthiae and M. Mellink (eds.), Between the Rivers and over the Mountains: 
Archaeologica Anatolica et Mesopotamica Alba Palmiera Dedicata, Roma, Dipartimento di 
Scienze Storiche Archaeologiche e Antropologiche dell’ Antichita, Università di Roma “La 
Sapienza” pp. 37-69. 
Herbich, T., 2004: “Geophysical Survey, 2004,” Polish Archaeology in the Mediterranean 16: 490-496. 
Hodder, I. (ed.), 2010: Religion in the Emergence of Civilization Çatalhöyük as a Case Study, 
Cambridge, Cambridge University Press. 
Hodder, I. and C. Orton, 1976: Spatial Analysis in Archaeology, Cambridge, Cambridge University 
Press. 
Imai, T., T. Sakayama and T. Kanemori, 1987: “Use of Ground-probing Radar and Resistivity Surveys 
for Archaeological Investigations, Geophysics 52 (2): 137-150. 
Jasim, S. A., 1985: The Ubaid period in Iraq: Part I, Recent Excavations in the Hamrin Region, British 
Archaeology Reports International Seriese 267, Oxford, British Archaeology Reports. 
Kamei, H., M. H. Atya, T. F. Abdallatif, M. Mori and P. Hemthavy, 2002: “Ground-penetrating Radar 
and Magnetic Survey to the West of Al-Zayyan Temple, Kharga Oasis, Al-Wadi Al-Jadeed 
(New Valley), Egypt,” Archaeological Prospection 9 (2): 93-104.  
Kanjou, Y. and A. Tsuneki (eds.), 2016: A History of Syria in One Hundred Sites, Archaeopress 
Archaeology. 
Karavul, C., Z. Dedebali, A. Keskinsezer, G. Beyhan and A. Demirkol, 2010: “Magnetic and Electrical 
Resistivity Image Survey in a Buried Adramytteion Ancient City in Western Anatolia, 
Turkey,” International Journal of the Physical Sciences 5 (6): 876-883. 
Kenyon, K. T., 1981: Excavations at Jericho: The Architecture and Stratigraphy of the Tell 3, London, 
British School of Archaeology in Jerusalem.  
208 
 
Kepinski, C. and A. Tenu, 2016: “Two seasons of excavations at Kunara (Upper Tanjaro): An Early and 
Middle Bronze Age city,” in K. Kopanias and J. MacGinnis (eds.), The Archaeology of the 
Kurdistan Region of Iraq and Adjacent Regions, Oxford, Archaeopress, pp. 139-145. 
King, J. A., B. W. Bevan and R. J. Hurry, 1993: “The Reliability of Geophysical Surveys at 
Historic-Period Cemeteries, An Example from the Plains Cemetery, Mechanicsville, 
Maryland,” Historical Archaeology 27 (3): 4-16. 
Koçak, O., M. Uyumezb, T. Cayc, A. Ilaslib and F. Iscanc, 2007: An Important Middle Bronze Age 
Cemetery at West-Central Anatria Dede Mezari, in 21th International Comité International 
de la Photogrammétrie Architecturale Symposium Abstract. 
Kopanias, K. and J.MacGinnis (eds.), 2016: The Archaeology of the Kurdistan Region of Iraq and 
Adjacent Regions, Archaeopress Archaeology. 
Kumagai, K., 2008: “A Preliminary Magnetic Survey at Yassıhöyük,” Anatolian Archaeological Studies, 
17: 171-174. 
Kumagai, K., K. Fukuda and I. Nakai, 2006: “A Brief Report on a Magnetic Survey of the Area 
Surrounding Kaman-Kalehöyük in 2005,” Anatolian Archaeological Studies, 15: 203-206. 
Kvamme, K. L., 2003: “Geophysical Surveys as Landscape Archaeology,” American Antiquity 68 (3): 
435-457. 
Kühne, H., 2016: “Tell Sheikh Hamad/Dur-Katlimmu/Magdalu (Dei ez-Zor),” in Y. Kanjou and A. 
Tsuneki (eds.), A History of Syria in One Hundred Sites, Archaeopress Archaeology, pp. 
119-126. 
Linck, R., T. Busche, S. Buckreuss, J. W. E. Fassbinder and S. Seren, 2013: “Possibilities of 
Archaeological Prospection by High-resolution X-band Satellite Radarhaeological 
Prospection,” Archaeological Prospection 20 (2): 97-108. 
Linford, N. A. and M. G. Canti, 2001: “Geophysical Evidence for Fires in Antiquity Preliminary Results 
from an Experimental Study, Paper Given at the EGS XXIV General Assembly in The 
Hague, April 1999,” Archaeological Prospection 8: 211-225. 
Linford, N., P. Linford, L. Martin and A. Payne, 2007: “Recent Results from the English Heritage 
Caesium Magnetometer System in Comparison with Recent Fluxgate Gradiometers,” 
Archaeological Prospection 14 (3): 151-166. 
Mateiciucová, I., P. Milo, T. Tencer and M. Vlach, 2009: “Geophysical Survey at Archaeological Sites in 
Northeastern Syria,” ArcheoSciences, Revue d’Archéométrie 33 (suppl.): 111-113. 
Matney, T. 1998: “Preliminary Report on the First Season of Work at Ziyaret Tepe in Diyarbakir 
Province,” Anatolica 24: 7-30. 
Matney, T. and G. Algaze, 1995: “Urban Development at Mid-Late Early Bronze Age Titriș Höyük in 




Matney, T. and A. Bauer, 2000: “The Third Season of Archaeological Survey at Ziyaret Tepe in 
Diyarbakir Province,” Anatolica 26: 119-128. 
Matney, T. and A. Donkin, 2006: “Mapping the Past: An Archaeogeophysical Case Study from 
Southeastern Turkey,” Near Eastern Archaeology 69 (1): 12-26. 
Matney, T., T. Greenfield, B. Hartenberger, A. Keskin, K. Köroğlu, J. D. A. MacGinnis, W. Monroe, L. 
Rainville, M. Shepperson, T. Vorderstrasse and D. Wicke, 2009: “Excavations at Ziyaret Tepe, 
2007-2008,” Anatolica 35: 37-84. 
Matney, T., T. Greenfield, B. Hartenberger, C. Jalbrzikowski, K. Köroğlu, J. MacGinnis, A. Marsh, M. 
W. Monroe, M. Rosenzweig, K. Sauer and D. Wicke, 2011: Excavations at Ziyaret Tepe, 
Diyarbakir Province, Turkey, 2009-2010 Seasons,” Anatolica 37: 67-114. 
Matney, T., T. Greenfield, K. Köroğlu, J. MacGinnis, L. Proctor, M. Rosenzweig and D. Wicke, 2015: 
“Excavations at Ziyaret Tepe, Diyarbakir Province, Turkey, 2011-2014 Seasons,” Anatolica 
41: 125-176. 
Matney, T., J. D. A. MacGinnis, H. McDonald, K. Nicoll, L. Rainville, M. Roaf, M. L. Smith and D. Stein, 
2003: “Archaeological Iinvestigations at Ziyaret Tepe, 2002,” Anatolica 29: 175-221. 
Matney, T., L. Rainville, T. Demko, S. Kayser, K. Köroğlu, H. McDonald, J. D. A. MacGinnis, K. Nicoll, 
S. Parpola, M. Reimann, M. Roaf, P. Schmidt and J. Szuchman, 2005: “Archaeological 
Investigations at Ziyaret Tepe, 2003-2004,”Anatolica 31: 19-68. 
Matney, T., L. Rainville, K. Köroğlu, A. Keskin, T. Vorderstrasse, N. Ö. Fındık and A. Donkin, 2007: 
“Report on Excavations at Zøyaret Tepe, 2006 Season,” Anatolica 33: 23-74. 
Matney, T., M. Roaf, J. D. A. MacGinnis and H. McDonald, 2002: “Archaeological Excavations at 
Ziyaret Tepe, 2000 and 2001,” Anatolica 28: 47-89. 
Matney, T. and L. Somers, 1999: “The Second Season of Work at Ziyaret Tepe in the Diyarbakir 
Province: Preliminary Report,” Anatolica 25: 203-19. 
Matsumura, K., 2010: “Büklükale Kazısı 2009,” Kazı sonuçları toplantısı 32 (4): 411-420. 
Matsumura, K., 2011: “Büklükale Kazısı 2010,” Kazı sonuçları toplantısı 33 (4): 421-436 
Menze, B. H. and J. Ur, 2007: “Classification of Multispectral ASTER Imagery in Achaeological 
Settlement Survey in the Near East,” in M. E. Schaepman, S. Liang, N. E. Groot and M. 
Kneubühler (eds.), Proceeding of the 10th International Symposium on Physical 
Measurements and Signature in Remote Sensing, Switzerland: Davos. International 
Archives of the Photogrammetry, Remote Sensing and Spatial Information Sciences 36:  
244-249. 
Merpert N. Y. and R. M. Munchaev, 1971: “Excavations at Yarim Tepe 1970: Second Preliminary 
Report,” Sumer 27: 9-22. 
Meyer, J. W., 2014: “The Round Cities: Foundation and Development, a View from Tell Chuera,” Syria: 
Revue d'Art Oriental et d'Archéologie 91: 13-25. 
210 
 
  ―  2016: “Tell Chuera (Raqqa),” in Y. Kanjou and A. Tsuneki (eds.), A History of Syria in One 
Hundred Sites, Archaeopress Archaeology, pp. 287-292. 
Mithen, S. J., B. Finlayson, S. Smith, E. Jenkins, M. Najjar and D. Maričević, 2011: “An 11600 Year-old 
Communal Structure from the Neolithic of Southern Jordan,” Antiquity 85 (328): 350-364. 
Miyake, Y., Maeda, O., Tanno, K., Hongo, H. and C. Y. Gündem, 2012: “New Excavations at Hasankeyf 
Höyük, a 10th Millennium Cal. BC Site on the Upper Tigris, Southeast Anatolia,” 
Neo-Lithics 1 (12): 3-7. 
Molist, M., F. Borrell, X.Crop and A. Gomez, 2012: “Tell Halula (Euphrates Valley, Syria), Preliminary 
Results of the 2010-11 Seasons,” Chronique Archéologique en Syrie 6: 25-30. 
Morinaga, H., H. Inokuchi, H. Yamashita, A. Ono and T. Inada, 1999: “Magnetic Detection of Heated 
Soils at Paleolithic Sites in Japan,” Geoarchaeology 14 (5): 377-399. 
Mušič, B., 1999: “Geophysical Prospecting in Slovenia an Overview with Some Observatons Related to 
the Natural Environment,” Arheološki Vestnik 50: 349-405. 
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付図 4  付図 3で提示した各疑似断面図測線の平面位置※ 
 
※ 疑似断面図内の測線の位置情報（図中「Position」）は、全て本図の測線南端を 0m としている。また、







付図 5  カラート・サイド・アハマダン遺跡南側斜面部タイムスライス 




付図 6  カラート・サイド・アハマダン遺跡頂上平坦部タイムスライス 
（地表下 0.0‐1.0m, Tatsumi 2015: 45, Fig. 10.4） 
